




日時： 2014年 10月26日 （日）
13:00～ 18:00 
会場： 沖縄県立博物館・美術館講堂
開会挨拶： 安里 進 （沖縄県立博物館・美術館長）
内田青蔵 （非文字資料研究センター長）
開催趣旨説明： 渡辺美季






















































































































そして「ー 住居」「二 衣服」「三 食事」「四調度 ・
施設 ・技術」「五資糧取得 ・生業」「六交通運搬」「七
交易 ・交易品」「八容姿 ・動作・労働」「九人生 ・身分・
病」「－o死 ・埋葬」「一一 児童生活」「一二 娯楽 ・
遊戯 ・交際」「一三 年中行事」「一四神仏 ・祭 ・信仰」































































































































14 (I -7－解説文5行目） 1660年代頃
25 ( I -12-a) aパクチヤ
32 ( I -16－図中）
57 （「琉球交易港図扉風」図中）
63 (I -19-a) a薩笠
85 (I -31-3) 3 常緑の葉？
158 （本文 ・右 3行目） ノてクチヤ




















1680年代頃 110 (II-43) 
aノてクキヤ 111 (II-43-3) 
9下部の 10を削除 111 (II-43-4) 
⑮を図右下の紅へ移動 111 (II-43-6) 
a藍笠 111 (II-43-9) 
3 常緑の葉 雪松 116 (II-45 (1））左側下から 2行目
ノてクキヤ 117 (II-45 (1））上から l行目
bノTクキヤ 118 (II-45 (2) -7) 


































6大和浜 〈地名〉 6名音 〈地名〉 ノン
9作小屋 ヤドリ 9旧集落跡
ユカリッチュと呼ばれる上層階｜こうした構造から、普通の民
級の家と思われる。 ｜家ではなく薩摩藩士の駐在す
る仮屋であると思われる。
景気づけをする役回りの
7景気づけをする男
21景気づけをする女
家主夫婦と見られる
7家主
21家主の妻
たオモゲ（制御具）、耕地を打ち返すトウゲ（唐鍬）、
男性が着るウンジョウ（裂き織りの袖無し）、第 6景
の八月踊りの女性たちが持つチヂン（模締め太鼓）、
女性たちの結髪の五つの形、第7景の馬の着けたオモ
ゲ、女性たちが被るウックイ、女性たちの背負ったテイ
ルとその背負い方、 カタボウ（肩に通した支え木）を
使った木の運搬方法、漁帰りの男の担ぐイベラク（魚
龍）、 第8景の集落から離れたボレグラ（群れ高倉）
などである。これらの民俗文化は、奄美、琉球の共通
性を越えて、東南アジアの大陸部の少数民族の民俗文
化と共通するこ とが明らかになってくる。
さらに言えば、第9景の黒豚と耳に通した綱による
制御方法はフィリピンとの関連性が指摘されるよう
に、奄美の民俗文化の東南アジア島｜興部的性格を帯び
た文化を描き出しているのである。
また、第 10景の相撲の描写は、大和（日本）との
関連が深く認められるというように、奄美のというよ
りも南西諸島はおろか、日本列島の文化の多様な構造
を解き明かす可能性を持っていると言える。『琉球属
真景』が、『南島雑話』 とともに奄美の民俗文化の持
つ多様な有りょうを解きほぐす、極めて重要な民俗図
譜としての非文字資料であることは動かしがたいこと
である。その前提に民俗学による地域資料の蓄積が不
可欠の要素であることは論を待たない。奄美にとって
また自己の文化理解のための比較の視点を獲得したと
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